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ステークホルダーの皆様へトップ…
メッセージ

株主・投資家様、お客様、お取引先様、地域社会の皆様に

は、日頃からご理解とご支援を賜り、厚く御礼を申し上げ

ます。Nittoグループを代表して、2013年度のご報告と、

2014年度の方針をお伝えします。

2013年度業績について

2013年度の経済環境は、海外では米国において住宅など

の民間需要増により緩やかな景気回復が続き、欧州におい

ても持ち直しつつありました。一方、中国では成長スピード

が減速し弱含みで推移しました。国内では企業収益の改善

や個人消費の増加など、景気は回復傾向がみられました。

Nittoグループは、2013年度を「越える年」と位置づけ、

一人ひとりがこれまでの意識を越えて果敢にチャレンジす

ることで、世界で戦う実力を身につけることに取り組みま

した。ブランド刷新による知名度や認知度の拡大、Nitto本

社と大阪支店の移転統合による業務効率の向上、さらに全

グループ従業員が持つべき共通の価値観や行動基準をわか

りやすく示した新たな経営理念を制定するなど、2018年の

100周年に向け企業価値をグローバルに発展させる活動を

展開しました。

事業活動では、主力のエレクトロニクス業界において、ス

マートフォンやタブレット端末市場の成長に対し新製品の

投入やタッチパネル用材料の生産能力増強などで対応しま

した。自動車業界では生産台数の伸びを逃さず捉え、既存

顧客の採用材料の拡大や新規顧客の開拓をグローバルに行

いました。

その結果、売上高は7,498億円（2012年度比11.7％増）、

営業利益は722億円（2012年度比5.5％増）となりました。

2014年度の取組み

2014年度の世界経済見通しは、全体的には回復傾向にあ

るものの、減速傾向や政情不安に陥る国も散見されます。欧

州では景気後退から回復への兆しが見られ、米国では個人

消費が牽引して成長が続くと予想されます。新興国では個

人消費の拡大が期待されるものの、成長はやや減速傾向が

見られます。日本では消費税増税による一時的な景気減速

が見込まれるものの、堅調に推移すると予測されます。

このような状況下、Nittoグループは2014年度を「翔（か）

ける年」と位置付け、駿馬（しゅんめ）のように、俊敏に力強

く翔ける年にします。

具体的には、インダストリアルテープでは現地で開発、

材料調達から生産、販売まで一貫した体制づくりをさら

に進め、現地のニーズに対応したエリア・ニッチ・トップ ™

（ANT）製品を創出します。特に、自動車材料においては、

稼働を開始したブラジル工場などを強化しながら、中南米を

はじめとした成長市場の需要を確実に取り込んでいきます。

オプトロニクスにおいては、スマートフォンやタブレット

PC市場での低コスト化が進むものの、継続して伸長する見

通しです。市場ニーズに合った新製品を液晶パネルやタッ

チパネルに向け投入していく予定です。

メディカル＆メンブレンにおいては、市場での競争が激化

する中で、事業基盤の強化と並行して新分野への取組みを

推進します。メディカルでは、核酸医薬受託製造サービスの

普及や、2013年度に上市した経皮吸収型テープ製剤である

高血圧治療薬の拡販を進めます。メンブレンでは事業領域

を水処理から他領域へ拡大します。

以上により2014年度業績は、売上高7,800億円、営業利

益780億円を計画しています。

中期経営計画

2014年度から3か年の中期経営計画「Nitto-2016」を策

定しました。最終年度の2016年度には、売上高9,200億

円、営業利益1,000億円を達成すべく新たな挑戦を開始し

ます。

Nitto-2016では、基本コンセプトとして「構造改革と成

長戦略で未来に向かって翔ける」を掲げました。変化する環

境にいち早く適応するための「構造改革」、新たな事業を創出

し、足腰の強い事業構造に進化させるための「成長戦略」を同

時に実行していきます。このために 「事業の成長」「質の向上」

「人財の成長」の3つの経営課題に、引き続き取り組みます。

「事業の成長」では、現行事業の拡大と新事業の創出のバ
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ランスを取って進め、グリーン（環境関連）、クリーン（新エネ

ルギー関連）、ファイン（ライフサイエンス関連）の成長分野

を中心に、新たなテーマをたくさん立てることを継続すると

同時に、従来取り組んできたテーマの刈取りへ注力します。

例えば、2013年5月、中国・青島市に防食関連材料の合弁会

社を設立しましたが、2014年度よりいよいよ製造販売を開

始します。

「質の向上」では、事業の成長を推進すると同時に、「安全

で働きやすい職場環境づくり」、「お客様に喜んでいただける

品質の追求」、「環境に優しい製品の提供」、「事業活動に伴う

環境負荷の低減」、「社会貢献活動への取組み」などの施策に

取り組むことで、ステークホルダーの皆様に提供する価値の

向上を図ります。

「人財の成長」では、グローバルでの更なる成長を支える

ため、世界中で人財育成に取り組み、経営理念、企業文化や

DNAを理解した「Nitto Person」を育成します。

利益配分方針

Nittoグループは、株主の皆様への利益還元を、経営の最

重要課題の一つとして位置付けています。

配当金につきましては、「ものづくり」をするメーカーとし

て、急速な技術革新への対応と顧客ニーズにタイムリーに応

えるための研究・開発、生産に関わる積極的な先行投資など

の必要性、そして財務状況、利益水準、配当性向などを総合

的に勘案します。

2013年度につきましては、期末配当を1株につき50円、年

間配当は100円と、2012年度と同額とさせていただきまし

た。なお、2014年度は利益状況と設備投資などを総合的に勘

案して、2013年度と同額の年間100円を予定しています。

企業の社会的責任の位置付け

Nittoグループは、社会から信頼され未来に向かって成長

し続ける100年企業を目指しています。

世界情勢や経済に合わせて、人々の価値観や社会のニー

ズも目まぐるしく変化し、企業は常に新しい価値の創造を求

められます。私は、企業は事業の成功を追求するとともに、

常に社会的責任を果たすことを考え実行することで、持続

的な成長が得られると考えています。

自動車レースにおいては、エンジンだけでなくステアリ

ングやブレーキの性能も勝利を左右します。私たちは、「新

しい発想でお客様の価値創造に貢献します」という「経営理

念」のもと志を同じくし、ステアリングやブレーキの役割を

担うさまざまなルールやシステムに従って事業活動に取り

組み、すべてのステークホルダーの皆様に安全、安心を提供

いたします。

また、企業として、事業を通じて社会に貢献するのはもち

ろんのこと、社会の一員として誠実に、株主・投資家、お客

様、お取引先様、地域社会の皆様、従業員とその家族など当

社を取り巻くすべてのステークホルダーの皆様に対する責

任を果たすことをお約束いたします。

ステークホルダーの皆様におかれましては、今後とも変わ

らぬご支援、ご指導をいただきますようお願い申し上げます。

日東電工株式会社 
代表取締役 取締役社長 


